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地域にとって大切な

にしませんか？
ＪＲ西日本が赤字路線公表

ＪＲ西日本の公表によると、加古川線(西脇市駅ー谷川駅間)は、兵庫県内で最も低い輸送密度

321人/日(2019年度)となっています。国は「輸送密度1,000人未満の区間を中心に、廃線やバス

等への転換を含めて、早急な改善が必要。」としています。
※輸送密度とは…旅客営業キロ１キロメートル当たりの１日の平均輸送人員のこと。

丹波市・西脇市沿線の住民で、加古川線を大切に思う気持ちを表すため

このままでは…

地域の未来に関わる鉄路の危機⚡

輸送密度

目
標 人

加古川線を"大切に思う気持ち"を
メッセージボードへの記載でも表現しましょう！

※この取組は丹波市、西脇市及び兵庫県が協力して実施しています。

【お問合せ先】丹波市 ふるさと創造部 ふるさと定住促進課 公共交通係 0795-88-5360

✨毎年10月14日は「鉄道の日」です

✨ＪＲ加古川線乗って残そう乗車デー

考える日

10月15日 に "みんなで乗車" しませんか？

・輸送密度は１年間の利用者数や利用距離を基に年度内営業日数(365日)で除して算出します。

…そのため、継続した利用をしなければ、公表される輸送密度を改善することはできません。

・当日は、西脇市駅～谷川駅の各駅からの乗車人数を計測し、結果は市ホームページ等でお知らせをする予定です。

・1,000人を達成しようとすると概ね谷川駅から25人/日、久下村駅から14人/日が西脇市駅まで乗車する必要があります。

【
ご
案
内
】

メッセージボードは、10月7日(土)～15日(日)まで

谷川駅と西脇市駅に設置しています。

谷川駅 又は 久下村駅から

西脇市駅まで乗車しましょう。

🔊裏面の時刻表から任意で乗車してください。

丹波市民の方は…

※駅や車内でのイベント開催や参加に伴う特典はありません。

加古川線
1,000人チャレンジ

日曜

(沿線の各駅から1㎞圏内の人口割合により算出)



少子高齢化・人口減少が進行する中、加古川線の維持・存続には、

通勤・通学など日常生活の中で利用し、

運行を支えていく必要があります。

---未来へつなぐために---

公共交通を利用すると駅やバス停まで歩いたり、

乗り換え時に階段を昇り降りしたり、

運動量が増えて健康増進に繋がります。

【健康の増進】

鉄道での事故の確率は、自動車よりも格段に

低いと言われています。公共交通を利用することで、

より安全に移動することができます。

【事故リスクを回避】

マイカーの維持には、車両の購入費用のほかに、

ガソリン代や車検、保険料など様々な費用が

かかります。一方で、公共交通に必要な費用は

運賃のみで、家計にも優しい乗り物です。

【家計に優しい】

ささやかなアクションの積み重ねが大きな成果に！

一人ひとりが週１回、月１回からでも鉄道を使う意識と行動をお願いします。

みんなで乗れば、未来は変わる！

🌟交通系ICカードの利用ではなく、

谷川駅で切符の購入を！
(加古川線の谷川駅から西脇市駅間はICカードのご利用が出来ません。)

🌟久下村駅からの乗車は車内で「整理券」の

取り忘れがないようご注意ください！

【お願い】

【お出かけ情報】

--西脇市観光物産協会--

Check

から西脇市駅まで電車に乗ろう！

※この取組は丹波市、西脇市及び兵庫県が協力して実施しています。

【お問合せ先】丹波市 ふるさと創造部 ふるさと定住促進課 公共交通係 0795-88-5360

谷川駅又は久下村駅

ではなく「他人事」 「自分事」として、

考えてみませんか？

加古川線について


